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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・プログラムテキスト6月分は新担当者が5/24(火)までに作成し提出すること。
・園芸企画書決裁されたため、苗の発注を行うこと。また、耕運機かけは5/23(月)午後に慶長JGMが行なう予定。

・納涼会の企画について準備に取りかかること。担当：佐々木･石渡

・八木橋牧雄様について

5/21(土)退院予定。退院後は、うみねこ幸房と青陽館ナイトケアを月曜日～金曜日利用予定。もし、月曜日の利用を2週間続けて休んだ場合はデイケア利用に移行することで、SWと約束している。担当者は藤田。明日慶長より、ナイトケア利用に関する説明を本人に行なう予定。

・第38回アルコール関連問題学会秋田大会について
日時：9/9(金)～9/10(土)　場所：秋田市にぎわい交流館ほか

詳細は2階配置表ボードにて確認すること。
・臨床精神医学研究会の研修について

「実学に基づいた生物・心理・社会的治療」の研修会
日時：7/10　場所：コラッセふくしま
詳細の確認や参加希望者は慶長JGMまで。
＜利用者様情報＞

・赤石　陽介様　～明日アルコール依存症治療の為、入院予定となっている。

・小林　満　様　～担当スタッフに話があると話し「実は、万引きしたときに食品も盗んだ」と報告をしている。裁判を受けるにあたり、隠し事はしたくないと思い、話したとのこと。週末に再飲酒してしまったとのことで、金曜と土曜日の夜は寝る前に抗酒剤を飲むようにしてはどうかと提案をすると「そうしてみる」と提案を了承している。昨日AAに行かなかったことについても反省している様子があり「来週は行きます。母と妹と送迎の相談をして1人で行ってみます」と話している。裁判までの間に断酒し情状酌量のアピール材料にしたいとのことで断酒をどうしていくか困った際は一緒に考えていくことを提案すると「ありがとう」とお礼を述べている。

・淡路　智恵子様～プログラム数分前までテレビを見ていた際、他者にテレビを消された事に対し、その他者が席を立った後に「あいつ馬鹿なんじゃないの。新人の癖に」と大きめの声で文句のような発言があり。その他者は、既にプログラム開始場所へ移動しており、発言に関する反応はなし。スタッフよりプログラムに参加すると思って消したのではないかということ、テレビを見たい場合はスイッチを入れれば良いことを伝えると「そうですねぇ」と返答している。また、相手に文句を聞こえるように話すとトラブルの原因となる事を伝えると「うーん」と言った後に笑い、ごまかしている様子が窺える。最近、色々なことに注意が向き、混乱しやすい様子も見られる為、他者との関わりについても観察をしていく。
・板橋　利美様　～青風荘より、昨日夕食は味噌汁、バナナ、副食1/3のみ摂取。帰荘後は普段と同様炭酸飲料飲んでいたと情報提供あり。昼食は、味噌汁全量、副食1/3量摂取している。摂取後、マスクをしているため体調確認すると「喉が渇かないようマスクをしている。水分制限している」とのこと。スタッフより暑くなっているので、水分摂取は必要であることを伝えると返答はなく、その後「水分を控えるにするよ」と話している。今後も食事摂取量、水分摂取量を確認していき、本人から体重に関する訴えがあった際は、話を傾聴し青風荘と情報共有し対応を検討していく。

・中村　茂　様　～本人より、別のグループホームの見学を希望していると相談がある。理由を確認すると、青陽館でのエアロビや、夕食後の食器洗いをしている時、足が重く感じ膝が曲がらないこと等の足の不調があるとのこと。不調がある為、他の施設であれば、もう少し運動量が少ないかもしれないと理由を話している。スタッフより青陽館での運動量について話し合っていくことを提案すると、返答なく苦笑いしている様子見られている。今後も足の不調について話を傾聴し、足への負担への対策を話し合っていく。
・千葉　輝夫様　～右目下瞼に1ｍｍ程の湿疹があり、化膿している為、状態を確認している。痛みはないか確認すると「気にならないよ」と話している。時折、目をこすっている様子見られているため、こすらないよう促している。本日ご家族に情報提供することとしている。
・田中　一　様　～運動療法時、椅子に座って休んでいる為、様子確認すると「寝不足で今日は4時間ほど、昨日は2～3時間しか眠っていない」と話している。理由を確認すると、最近処方薬に変更があったと話しており、寝不足になったのは処方薬の変更後か確認すると「薬が変わったばかりなのでわからない、しばらく様子見てみないと」と話している。今後も不調時は、スタッフへ話して欲しいことを伝えている。
・関　秀治　様　～来所時に仕事の状況を確認すると、「最近暑くなってきてて、仕事は大変です」「でも不安や悩みはないですよ」と返答している。最近体調を崩すことはなく、仕事では特に問題はないとのこと。不安や悩みについては「何かあった時にはすぐ相談するようにしています」とのことで、自身で対処法を考え実践していることを評価し、今後も継続するよう伝えている。

＜外来情報＞

・坂本　健治様　～柿の木苑の利用を増やしたいことを希望しており、主治医より許可が下りている。

＜業務改善＞

①出来る限りミーティングに参加すること。残り番は最低人数にするように。

②記録は埋めたら終わりではない、気になることはどんどん書き足していくように。

③外来情報を確認するときは「何かありますか？」だけでなく「○○さんはどうでしたか？」と個人についても聞くようにする。予め、DC・DNC・NCスタッフに確認したい問診者を聞きその利用者についても確認する。

④決めごとは利用者と話し合い一緒に決めていく。

⑤DC・DNC・NC中に記録を書く時はスタッフで固まらないようにする。

⑥畑仕事についてはDC・DNCの垣根なく。畑に行く時には別フロアのスタッフに連絡し、一緒に行うようにする。注意が必要な利用者が参加希望したら、同フロアスタッフが同伴する。

＜記録の記載について＞

・他者トラブル、他者交流、神発言等の造語を使う際には意味を理解した上で使うこと。正しい文章ではないことを理解し使うこと。

・以下の記載に関しても十分に注意すること

①足の痛みを訴えており確認する。

→「確認する」という表現を使う際には「何を」確認したのかを記載すること。

②Aさんが初めて来所、かたい言葉使いで緊張している。

→「かたい言葉使い」とはどのようなものかが不明な為、実際話した言葉を記載する。また、「緊張している」のはスタッフの推測の為、記載する際は「緊張している様子が窺える」とすること。

③Aさんが攻撃的に他メンバーに声を掛ける。

→「攻撃的に」という表現では第三者は理解出来ない為「大きな声で『アイツなんか』」といった表現にする。

④Aさんが不調を訴えている。以降、不調の訴えなく過ごしている。

→スタッフの実際の対応や今後の対応が記載されていない為「不調の際には相談して欲しいこと伝えている」「今後も体調を確認していく」等のスタッフの対応について記載する。

＜リーダー業務に関して＞

①うみねこ幸房への支払い

②外来への申し送り

③モーニングミーティング

④日誌の確認や回覧、その日の仕事完了の確認

これら以外はリーダー以外でも出来る為、リーダーが手の回らない時には積極的に手伝い素早く業務を終えることの出来るようにしていく。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（中居　美津子様）

実施日：H28年5月19日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　担当チーム：戸賀沢、慶長

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	中居　美津子　様
	性別
	女
	年齢
	67
	生年月日
	S23年10月18日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得、運動の習慣化、対人関係の改善、作業能力・持続性の向上

	本人希望
	現状を維持していきたい。

	入院歴
	計5回（当院3回）最終：H9年11月18日～H12年10月31日

	通所歴
	1回目　H15年　1月　14日～現在　　（週　5　回/　月～金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：野崎アパート（H19年～）
　　　（東高校近く）
5人姉弟の4女
長姉：東京, 

姉：十和田
弟：三戸（実家）
	家族構成：












	利用制度
	精神障害者福祉手帳2級
	障害者基礎年金2級
	自立支援医療、

	備考：就労支援事業所「うみねこ幸房」を利用


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状維持したまま生活をする。
	①他者と適度に交流を持ち、相手に迷惑をかけない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①-1好意を持つ特定メンバーの様子を窺いながら、一方的な交流にならないようにする。

①-２被害的意識を持つメンバーに対する関係が、悪化しないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	①-1好意を持つ特定男性メンバーに対して､一方的な対応にならないよう気をつける。職員は様子を観察し、一方的な対応になっている際は自覚ができるよう支援･介入を行う。

①-2敵意を持つ特定メンバーに対して､被害的な感情がある際は､職員へ相談する。職員は､被害的な訴えが認められた場合は傾聴し、事実確認や相手の気持ちを考慮した介入を行う。必要に応じて言動の振り返り、相手のメンバーへのフォローを行なう。

	
	②無駄遣いをせず、生活費内でやりくりをする。
	②食事以外の間食（他者への振舞いを含む）を控える。


	②　金銭使用状況を青明舎職員と情報共有しながら確認する。職員は､金銭使用状況を本人とともに確認し、アドバイスを行う。



	
	③整理整頓ができる。
	③自室の片付けができる。
	③　自室の片付け方が分からない時は職員に相談できる。職員は原因を本人と共に確認し、アドバイスを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①-1好意を持つ特定メンバーの様子をうかがいながら、一方的な交流にならないようにする。


	好意のある特定男性メンバーに対して､相手から拒絶されても物を振る舞うことが時折みられ､職員から自身で購入したものであれば持ち帰るよう伝えている。返事はするが、スタッフの言葉を無視するような態度をとる事がある。それでも他利用者や職員と世間話や猫の話をする時はにこやかな表情で会話している。特定メンバーへの関わりが一方的になり、相手が拒絶しても表情を変えることなく話し続けていること続いている。本人及び相手への介入を必要としている状況である。（達成度10％）

好意を持っている特定メンバーのことを以前は夫婦関係だと話していたが、最近は「自分の子供なんだよ。DNA検査でもはっきりしてるんだけどね。」と話している。
	過度な話し掛けや物を振る舞う際は、本人の気分を損ねないように工夫しながら適宜スタッフが介入する。

目標は継続とする。

	①-２被害的意識を持つメンバーに対する関係が、悪化しないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	特定の利用者に対して被害的感情を抱いており、その対象メンバーが、2月から入院され、ナイトケアと幸房では、ストーカーに関する発言も聞かれていない。しかし、5月22日より特定の利用者がナイトケア利用となるため、妄想に関連した発言や、ストーカーに関する発言が出てくることが予想される。被害的感情を抱いている特定男性メンバーに対して、自分の意に反する行動を相手が取った際にあからさまに嫌な表情をすることや背を向けて座ることや、ホールで2人だけになるとキッチンスペースに移動して休んでいる事がある。その他のメンバーやスタッフに対しては、適度な対人交流を取ることが出来ている。（達成度50％）
	現在トラブルにはいたっておらず、引き続き病状の変化に注意していく。

目標継続。

	②食事以外の間食（他者への振舞いを含む）を控える。


	・夕食前にパン類を食べていることが多くなっている。またそのパンを好意のある特定男性メンバーに半分に千切り渡している。時折、相手から「いらないよ、そんなもの。」と拒否することがあり、過度にすすめることなく、「食べればいいのに」と言いながら、しまうことがある。

・青明舎より情報提供あり。28.2.7定期訪問実施しており、玄関先に幾つかの段ボールが置いてあり確認すると、姉の引っ越しに伴い、姉宅にあった食材（パスタや缶詰など）を沢山貰ったとのこと。姉が東京に移住することにより、自身の通帳管理等で青南病院スタッフと話し合っていたが、自身で管理する事にした為管理して貰わなくても良くなったと話している。通帳には30万円程残高があり、今後障害厚生年金（2ヶ月で18万円程）の他に1万円以上通帳から引き落とす際は十和田の姉に連絡をするとのこと。本人が使える金額として、年金の他に1万円プラスして欲しいと姉へ相談し、了承して貰ったと話している。その他、特に困っている事はないとの情報提供あり。
・28.3.7膝と腰の痛みについては、サプリメントで対応出来ているとのこと。3/8は耳鼻科で耳鳴りの検査を受けるとのこと。金銭面で1万円アップし、自己管理になったことで、収支を帳面に記載していることを話している。レシートは貼っていないが、金額をその都度記載しているとのこと。
	自宅での食事の状況と検査データから食生活を確認する。

自身で通帳管理する事になり、徐々に膝や歯の治療をしていく予定との事。青明舎を通し、情報共有して確認していく。

目標継続。



	③自室の片付けができる。
	ナイトケアでは食事の準備や後片付けは積極的に行われている事が多いが、青明舎スタッフが月に1回訪問では、3/6定期訪問実施。部屋は猫の尿臭も強い臭いがしていることを話し、購入して交換するようアドバイスされていたが、相変わらず玄関先から居間にかけて、周囲を囲うように物が積み上げられている。部屋のストーブを点け、コタツに入って音楽を聴きながら過ごしている。

4/3定期訪問実施。訪問時、炬燵に入りラジオを聞かれている。居室内の至るところに物が積み重ねられており、非常に狭く少し触れただけで物が崩れ落ちてくる状況であった為、気をつけるよう促している。猫の排泄物臭もしている。体調確認すると花粉症で鼻腔内に薬を塗っている、膝痛もあり整形外科に通院しているとのこと。生活費は買いたい物があるも8万円でやりくりをしており、現在特に困っていることはないと話している。
	ナイトケアでは話したがらない為、青明舎に介入を続けてもらい、情報共有をし、時折生活状況を確認していく。

目標継続。

	その他
	うみねこ幸房からの情報提供
・作業状況は大きくは変化ないが、作業能力は徐々に低下しており、作業スピードがかなり遅い。また、座るとすぐにそのまま寝入ってしまう状態であり、体力の低下が見られている。現在は休まずに通所は出来ている。

・妄想に関連した発言は聞かれない。ただし、先月モニタリング中に、亡くなった姉様について、状況を確認すると「変わりないです。」と表情の変化なく返答することや、「猫をかわいがってやりたいから」と幸房を早退しようとすることがあり、現実検討能力に問題があると考えられる。

・自分で通帳を管理するようになってからは、お金の使い方が悪いようにも感じられることがあるとのこと。
	


【目標・治療計画（検討後）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状維持したまま生活をする。
	①他者と適度に交流を持ち、相手に迷惑をかけない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①-1好意を持つ特定メンバーの様子を窺いながら、一方的な交流にならないようにする。

①-２被害的意識を持つメンバーに対する関係が、悪化しないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	①-1好意を持つ特定男性メンバーに対して､一方的な対応にならないよう気をつける。職員は様子を観察し、一方的な対応になっている際は自覚ができるよう支援･介入を行う。

①-2敵意を持つ特定メンバーに対して､被害的な感情がある際は､職員へ相談する。職員は､被害的な訴えが認められた場合は傾聴し、事実確認や相手の気持ちを考慮した介入を行う。必要に応じて言動の振り返り、相手のメンバーへのフォローを行なう。

	
	②無駄遣いをせず、生活費内でやりくりをする。
	②食事以外の間食（他者への振舞いを含む）を控える。


	②　金銭使用状況を青明舎職員と情報共有しながら確認する。職員は､金銭使用状況を本人とともに確認し、アドバイスを行う。



	
	③整理整頓ができる。
	③自室の片付けができる。
	③　自室の片付け方が分からない時は職員に相談できる。職員は原因を本人と共に確認し、アドバイスを行う。


